
　

　

むそたの灯 令和3年1月19日

　
十
一
月
二
十
五
日
に
実
施
し
た
生

火曜日 令和2年度 第5号

　
十
一
月
七
日
（

土
）

に
和
歌
山
県

立
和
歌
山
商
業
高
等
学
校
に
て
、

第

四
十
回
県
高
校
ワ
ー

プ
ロ
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
、

本
校
か
ら
二
年
生

の

穴

原

君

が

出

場

し

ま

し

た
。

結

果
、

佳
良
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
レ
ス
リ
ン
グ
部

】

【
商
業
部

】

【
 

三
月

】

【
 

二
月

】

・
答
案
指
導
（

卒
業
予
定
者
）

　
　
一
日
（

月
）

・
予
餞
会

　
　
二
日
（

火
）

・
学
年
末
考
査

　
　
二
十
五
日
（

木
）
～

　
　
　
　
　
三
月
四
日
（

木
）

・
卒
業
式
予
行

　
　
二
十
六
日
（

金
）

・
卒
業
式

　
　
一
日
（

月
）

・
答
案
指
導

　
　
五
日
（

金
）

・
第
三
学
期
終
業
式

　
　
二
十
四
日
（

水
）

　
十

一

月

七

日
（

土
）

、

八

日

(

日
）

の
二
日
間
に
わ
た
り
和
歌
山

勤

労

福

祉

会

館

プ

ラ

ザ

ホ
ー

プ

に

て
、

第
六
十
六
回
和
歌
山
県
高
等
学

校
定
時
制
通
信
制
生
徒
作
品
展
示
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会

に
は
、

県
内
の
定
時
制
通
信
制
生
徒

の
美
術
・
書
道
・
家
庭
・
工
業
等
の

作
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

本
校
か

ら
は
家
庭
・
美
術
の
授
業
で
作
成
し

た
作
品
を
出
展
し
、

二
名
の
生
徒
が

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
一
月
十
三
日

（
金

）

【
薬
物
乱
用
防
止
講
話

】

　
和
歌
山
東
警
察
署
か
ら
講
師
を
招

き
、

薬
物
乱
用
防
止
講
話
を
実
施
し

ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
視
聴
覚
教
材

を
活
用
し
た
講
演
を
聴
く
こ
と
で
、

薬
物
に
関
す
る
知
識
理
解
を
深
め
、

薬
物
は
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
再
認

識
し
ま
し
た
。

　
八

月

三

十

日
（

日
）

に

和

歌

山

ビ
ッ

グ
ウ
ェ
ー

ブ
に
て
、

和
歌
山
県

高
等
学
校
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
大

会
の
部
代
替
大
会
が
開
催
さ
れ
、

本

校
か
ら
は
、

･
㎏
級
に
二
年
生
の
小

谷
君
と
三
年
生
の
安
達
君
が
出
場
し

ま
し
た
。

結
果
、

二
年
生
の
小
谷
君

が
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、

十
一
月
十
五
日
（

日
）

に

和
歌
山
ビ
ッ

グ
ウ
ェ
ー

ブ
に
て
、

和

歌
山
県
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
新
人

大

会

が

開

催

さ

れ
、

本

校

か

ら

は
、

・
㎏
級
に
二
年
生
の
小
谷
君
が

出
場
し
ま
し
た
。

結
果
、

二
年
生
の

小
谷
君
が
二
位
に
入
賞
し
、

全
国
高

等
学
校
選
抜
大
会
近
畿
予
選
会
へ
の

出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
生
徒
会
役
員
交
代
式

】

十
二
月
二
十
四
日

（
木

）

徒

会

役

員

選

挙

に

よ

り

選

ば

れ

た
、

新

生

徒

会

の

生

徒

と

旧

役

員

の

生

徒

の

交

代

式

を

二

学

期

終

業

式

に

実

施

し
ま
し
た
。

市高定令和2年

8月18日

発行

令和2年度

第3号

六

十

谷

の

灯

市高定令和3年

1月19日

発行

令和2年度

第5号

六

十

谷

の

灯

連

絡

板

～
部
活
動
だ
よ
り

頑
張
り
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証
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定
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